歴史地震研究会2012~2013年度第3回幹事会
2013年2月7日（木）17：00～18：40　於：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：武村・林・金田・石辺・諸井・小松原・永井・中村
1．編集委員会報告
· 投稿14編と好調，順調にゆけば，投稿論文部分のページ数は昨年度の2～3倍程度となる．
· 非会員査読1名に5000円謝金を支払う．
· 横浜大会一般講演会要旨：寺嵜さんについては会長から執筆を催促する．
· この投稿数が続くようであれば，編集委員の増員を検討したい．
· 歴史地震27号のWeb公開はPDF原稿を編集幹事から広報幹事にロックをかけたものを宅ファイル便で送る．
2．会費滞納者からの収納状況
· 督促状を送付，過払い・納金不足・連絡不能の問題がある．
· 約6割の納入率，多数年度不払いの人でそのまま不払いの事例が多い．
· 納入状況をまとめた上で，対応を考える．整理を諸井さんにお願いする．
· 催促状とともにメールを広報幹事が流したところ何人かの人からレスポンスあり．
・会費の納入時期：次回以降は毎年10月末までにその年度の会費を支払うこととする（大会の際に周知する）．
・新入会者には今年度の会誌を受け取ることができる．
3．mushaの規約改正
・広報幹事からmushaの規約改正の動議が出された．基本的には文章表現に関する問題であり，幹事会で承認．
4．入退会者報告
・藤原さん，本吉さん，駒木野さん，川添さんの4名が入会申請．全員承認．
5．横浜大会収支明細報告
・大会準備金（15万円）とほぼ同額が収入となった．
・次年度以降，仮払いは前年度決算に入れるようにする．そのほうが分かりやすい．
6.　秋田大会広報資料
・資料は行事委員会によってほぼ完成に至った．以下の点で若干の修正・補足を加え早期に歴史地震研究会ホームページに掲載すると伴に5月の地震学会ニュースレターに寄稿する．
行事委員会のメールアドレスを作成する．
　領収証用紙は財政幹事から行事幹事に送る．
　それに行事委員会で印鑑を押せばよい．
公開講演会では津波や活断層の話を入れたい．
仮題「歴史地震から秋田県の防災を考える：東日本大震災を踏まえて」
参加費：会員1000円，非会員2000円
発表者は会員のみと明記する．
研究会のお知らせは石辺さんに送る．
受付はアルバイト2名を依頼して行う．
歴史地震研究会ホームページには速やかに掲載する．
地震学会ニュースレターへの投稿は広報幹事が行う（4月10日締め切り）．
7．歴史地震バックナンバーのホームページ掲載に関して
· TIFFファイルから2000頁分を論文ごとにPDF化，ホームページ掲載用に形式を整えると概算で8万5千円の外注費がかかる．より安価な手法はないか，副会長の来席の場で再度議論する．
· 今公開しているPDFと同様に編集はできないが，印刷ができる程度のプロテクトをかける必要がある．その方針を維持するか．
· 古い論文では著作権の問題が残っているので，承諾を得てからホームページに掲載する．
8．功績賞表彰の件
· 功績賞受賞候補者にご快諾をいただいた(会長)．
· 往復交通費と1泊分の宿泊費は支給する．実費支給とし，懇親会に招待する．
· 表彰状を折とするか丸めとするか？など会長と総務幹事で印刷社に行って実物を見て決める．
9．入会申請書式について
· 混乱を生じさせないため，雑誌の送付先を入会申請時に明記するようにホームページの申請書様式に欄を設ける．
10．次期・次々期大会
・次回(2014年)は名古屋で開催したい．会場は名古屋大学減災研究センター（建設中）．
東南海地震70周年にあたり重要．
・次々回(2015年)は京丹後市を希望する．
11．次回の幹事会
・4月12日か26日の線で調整すること（総務幹事）．
